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■研究成果の概要 

1) 量子効果を活用して古典的計測精度限界を超える「量子計測」に関する研究を行なっている．

特に，光をプローブに利用する量子計測の中でも，比較的実験的に生成しやすい Gauss 型の量



子状態のプローブを利用する量子計測を追究し，一般の多モード線形光学回路に含まれるパラメ

ータを計測する場合の計測精度限界とそれを達成する最適なプローブ状態や最適な測定を明ら

かにした． 

2) 計測対象のパラメータの他に未知のバックグラウンドパラメータが存在する状況における量子

計測を議論した．バックグラウンドのみをプローブする対照実験を参照してバックグラウンドの寄与

を除去するのが基本的方策だが，その際，メインのプローブと対照実験のプローブをエンタングル

させることによって，バックグラウンドの影響を除去しつつ高精度の計測が可能になることを明らか

にした． 

3) 量子ドットを介して 2 つの電子熱浴間に流れる電流を，量子ドットに対する測定とフィードバック

の繰り返しによって逆流させる「Maxwell の悪魔」を議論した．量子ドットと電子熱浴間の電子のやり

取りを量子マスター方程式で記述し，フィードバックサイクルで流れる電流を解析した．測定による

状態変化に伴うエントロピー変化で定義する，悪魔が測定で獲得する情報量と，悪魔が測定結果

の記憶を消去する際に放出されるエントロピーに注目し，それぞれで逆流電流の大きさを評価する

不等式を導出した． 

  


